
       学校法人金沢学院 清鐘台通信 第 159号  2006年 7月 21日 
 

発
行
・
広
報
室 

【ＵＲＬ】 http://www.kanazawa-gu.ac.jp/    【携帯Web】http://k-gu.jp/ 

風
景
画
の
下
絵
や
写
生
と
完
成

し
た
作
品
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
比
較
し
な
が
ら
、
細
部
を
仕

上
げ
て
い
く
過
程
を
解
説
し
ま

し
た
。「
私
は
風
景
を
写
真
に
収

め
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
。

自
然
と
向
き
合
い
、
ぶ
つ
か
り

な
が
ら
表
現
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
思
い
が
こ
も
っ
た
作
品
に

な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
の
公
開
講
座
「
日
本
画
と
い

う
美
の
世
界
」
は
六
月
二
十
四

日
、
金
沢
市
の
石
川
県
立
美
術

館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
日
本
芸

術
院
会
員
・
日
展
常
務
理
事
の

中
路
融
人
教
授
が
作
品
制
作
に

お
け
る
感
性
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。 

 

中
路
教
授
は
、
自
ら
描
い
た 

講
義
を
行
う
中
路
教
授 

＝
石
川
県
立
美
術
館 

 

 

自
然
と
向
き
合
い
制
作 

美
術
文
化
学
部
公
開
講
座 

 

中
路
教
授
が
日
本
画
の
美
解
説 

 

「
裁
判
員
制
度
」
を
知
っ
て

い
ま
す
か
―
。
二
〇
〇
九
年
五

月
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
同
制
度
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
出
前
講
座

が
六
月
二
十
九
日
、
金
沢
学
院

大
学
で
行
わ
れ
、
文
学
部
の
学

生
ら
約
三
百
人
が
、
自
分
も
将

来
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
裁

判
員
の
職
務
と
意
義
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。 

 

講
座
で
は
、
同
制
度
を
広
報

す
る
ド
ラ
マ
仕
立
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
た
あ
と
、
金
沢
地
方
検
察

庁
の
田
中
康
裕
三
席
検
事
が
裁

判
員
と
陪
審
員
の
違
い
、
守
秘

義
務
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

裁
判
員
制
度
は
、
選
挙
人
名

簿
か
ら
抽
出
さ
れ
た
国
民
が
、

重
要
事
件
の
審
理
に
参
加
し
、

有
罪
無
罪
を
審
判
し
、
量
刑
も

定
め
る
制
度
で
す
。 

裁判員制度の職務と 
意義に理解を深める 
金沢学院大学で出前講座 

 
裁判員制度の仕組みを解説する田中検事 

＝４号館講堂 

土
曜
大
学
で
地
図
検
索 

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
の
土
曜
大
学
「
地
図
検
索
あ

れ
こ
れ
と
ワ
ー
ド
に
よ
る
図
形

編
集
」
は
七
月
一
日
、
２
号
館

で
約
三
十
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
岡
田
政
則
教
授
が
、

検
索
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み
や
活

用
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
実
際
に
地
図
を

検
索
し
、
取
り
込
ん
だ
デ
ー
タ 

 

金
沢
学
院
大
学
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
事
前
研
修
は
六

月
十
九
日
か
ら
七
月
十
三
日

ま
で
、
二
班
に
分
け
て
各
六

回
の
講
座
が
開
か
れ
、
三
年

生
五
十
六
人
が
身
だ
し
な

み
、
挨
拶
、
言
葉
遣
い
、
来 

客
対
応
、
電
話
対
応
、
名
刺

の
受
け
渡
し
か
ら
、
ビ
ジ
ネ

ス
文
書
、
報
告
書
、
メ
モ
の

書
き
方
ま
で
幅
広
く
知
識
を

身
に
付
け
ま
し
た
。 

 

最
終
講
座
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
学
生

が
就
業
体
験
先
に
予
定
し
て

い
る
ホ
テ
ル
、
建
設
会
社
、

マ
ス
コ
ミ
、
公
共
施
設
な
ど

の
事
業
所
に
対
す
る
改
善
提

案
を
発
表
し
、
担
当
教
員
か

ら
助
言
を
受
け
ま
し
た
。 

を
図
形
編

集
機
能
な

ど
で
加
工

し
、
お
知

ら
せ
ポ
ス

タ
ー
づ
く

り
に
も
挑

戦
し
て
い

ま
し
た
。

＝
写
真
上

＝ 

就
職
活
動
の
体
験
を
も
と
に
後

輩
に
助
言
す
る
卒
業
生
＝
講
堂 

 

金
沢
学
院
大
学
全
学
就
職
委
員
会

と
就
職
指
導
部
は
七
月
二
十
一
日
、

四
号
館
講
堂
で
就
職
教
育
講
座
「
先

輩
に
聴
く
」
を
開
き
、
在
学
生
約
三

百
人
が
卒
業
生
六
人
の
就
職
活
動
体

験
談
や
助
言
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

講
話
し
た
の
は
、
東
亜
理
紗
（
金

沢
全
日
空
ホ
テ
ル
）
藤
川
友
輝
（
Ｆ

Ａ
Ｖ
Ｏ
編
集
部
）
北
野
敦
士
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
デ
ー
タ
北
陸
）
中
田
ま
ゆ
み
（
北 

体
験
先
の
事
業
所
に
対
す
る
改

善
提
案
を
発
表
す
る
学
生 

＝
５
号
館
秘
書
実
務
実
習
室 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
控
え
事
前
研
修 

体
験
に
学
べ 

就
職
活
動
に
向
け 

現
場
で
学
べ 

國
新
聞
事
業
社
）
舟
津
梨
花
（
シ
ョ

セ
キ
）
鈴
木
千
佳
子
（
見
城
亭
）
の

皆
さ
ん
で
、
藤
川
さ
ん
の
ほ
か
は
今

春
卒
業
生
で
す
。 

 

先
輩
た
ち
は
「
積
極
的
に
情
報
を

集
め
る
」「
苦
労
す
る
こ
と
が
自
分
の

武
器
に
な
る
」「
面
接
で
奇
抜
な
答
え

は
避
け
た
方
が
良
い
」「
目
的
を
も
っ

て
日
々
過
ご
す
こ
と
が
大
切
」
な
ど

と
話
し
ま
し
た
。 

卒
業
生
が
助
言 

28
日
に
東
高
校
見
学
会 

 

金
沢
学
院
東
高
等
学
校
の
学

校
見
学
会
は
七
月
二
十
八
日
、

金
沢
市
末
町
の
同
校
で
行
わ
れ

ま
す
。
午
前
九
時
半
か
ら
各
教

室
で
学
校
紹
介
と
入
試
方
法
の

説
明
な
ど
が
あ
り
、
午
前
十
時

半
か
ら
体
育
館
で
部
活
動
の
紹

介
・
演
技
を
行
い
ま
す
。 

 

昼
食
で
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が

お
代
わ
り
自
由
で
試
食
で
き
ま

す
。
午
後
は
希
望
者
が
ク
ラ
ブ

活
動
を
体
験
で
き
ま
す
。
当
日

は
県
内
七
カ
所
か
ら
無
料
送
迎

バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
申
し

込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
０
７
６

（
２
２
９
）
１
１
８
０
へ
。 


